
第９回地域医療機構りつりん病院地域協議会議事録 

 

開  催  日 令和２年１０月１２日（月） 

開 催 場 所 書面開催 

出席者  

〇院外・・虫本光徳（医師会）・横井徹（医療機関）・多田一夫 （行政/保健所）・

宝山秀逸 （利用者 患者） 

 

〇院内・・大森院⾧・小西 副院⾧ ・因藤副院⾧・山﨑事務⾧ 

美濃看護部⾧・丸山看護師・川畑 事務⾧補佐（総務企画） 

議 題 

 １.りつりん病院の概況報告 

２.患者動向・事業概況について 

３.新型コロナウィルス感染症の取り組みについて 

 

１.りつりん病院の概況報告 

〇人事異動について 

 



〇新型コロナウイルス感染症対策 

１.経営への影響 

２.支援金・助成金を用いた診療体制の整備 

３.香川県、高松市、高松市医師会の主催する会議への出席 

 

２. 患者動向・事業概要について 

〇年度別・月別・一日平均患者数（入院） 

〇年度別・月別・一日平均患者数（外来） 

〇医業収益推移 

〇医業費用推移 

〇総収支 

 

３.新型コロナウィルス感染症の取り組みについて 

 

 

 

 

 



外部委員からの意見に対する回答 

 

（外部委員） 

・内科医減員など不安材料が多いのが気になりました。コロナウィルス感染拡大

下において、いかんともしがたいところでありますが存院頂きたいと思います。

また、コロナウィルス助成金 6,000 万円での設備整備について、助成金内で収ま

るのか、持ち出しになるのではないかと、財務上気になります。 

 

（内部委員） 

・ご心配をお掛けし申し訳ございません。内科医減員に関しましては、現在は、

非常勤医師にて対応しております。今後も、大学医局等に対して医師派遣の依頼

を継続して行っていきます。コロナウィルス助成金に関しましては、現在のとこ

ろ助成金の範囲内での設備整備・機器購入を検討しております。 

 

（外部委員） 

・新型コロナウィルス感染症のために業績が大幅に悪化しているのを残念に思

っています。（病院関係者の皆様のご努力にも拘らず） 

・3 か月に一度お世話になっていますが、受付の対応が昔より良くなってきてい



るように感じています。 

 

（内部委員） 

・ご心配をお掛けしています。現状を悲観するだけでなく、今後も職員一人一人

の努力を積み重ねて、この難局を乗り越えていく所存です。 

・お褒めの言葉を頂きありがとうございます。これからもより一層の接遇改善に

取り組んでまいります。 


